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令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

技術部門                   部門  

専門とする事項   

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。） 

受験番号 

問題番号  Ⅰ －      

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

１ ． 多 面 的 な 観 点 と 課 題  

（ １ ） 技 術 面 の 観 点 ： イ ン フ ラ の 情 報 化 ・ デ ジ タ ル 化

の 遅 れ ①  

 S o c i e t y 5 . 0 を 支 え る に は ② 、 建 設 イ ン フ ラ の 維 持

管 理 や 災 害 対 応 に お い て 、 I ｏ Ｔ や Ａ Ｉ 、 デ ジ タ ル ツ

イ ン な ど の 先 進 技 術 を 活 用 す る こ と が 求 め ら れ る 。 し

か し 、 現 場 で は 老 朽 イ ン フ ラ の 台 帳 未 整 備 や デ ー タ の

ア ナ ロ グ 管 理 が 残 存 し て お り 、 リ ア ル タ イ ム な 情 報 共

有 や 予 測 的 保 全 が 実 現 で き て い な い 。 ま た 、 B I M / C I M

の 普 及 率 に も 地 域 格 差 が 存 在 す る た め 、 全 体 的 な 情 報

化 レ ベ ル の 底 上 げ が 課 題 で あ る 。 ③  

 

① 見出しが長すぎます。見出しは、パッと見て何が書いてあるかわかるように端的に表現する必要

があります。最低でも偉業以内に収めましょう。※以下、同様。 

また、見出しには課題を書きましょう。これは、問題点です。 

② Society5.0 とは、国が目指している未来社会の姿です。それを支えるとの表現は違和感がありま

す。「実現するためには」といった表現ではないでしょうか。 

③ デジタル技術を脈絡なく並べいるだけで、国土強靭化の高度化するための課題である情報化レベ

ルの引き上げへと導く背景になっていません。また、情報化レベルの引き上げとは何なのでしょ

うか。また、問題点と思しきものが、ぽつぽつと述べられていますが、支離滅裂でなぜそのよう

な問題が発生したのかといった背景がなく、主張が主観的と言わざるを得ません。とにかく、何

を言いたいのか全く分かりません。まずは、パラグラフの構成を身につけましょう。課題のパラ

グラフは、次のように構成します。 

現状→問題点→必要性→結論（観点・課題） 

※ 言いたいことを想像して、以下に例を書きますので、書き方の参考にしてください。 
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（ ２ ） 人 的 ・ 組 織 面 の 観 点 ： D X 人 材 と 業 務 体 制 の 未

整 備  

 デ ジ タ ル 技 術 を 駆 使 し て 国 土 強 靭 化 を 推 進 す る に は 、

Ａ Ｉ 解 析 、 デ ー タ 利 活 用 、 シ ス テ ム 設 計 な ど の ス キ ル

を 持 つ 人 材 が 必 要 で あ る ④ 。 し か し 、 地 方 自 治 体 や 中

小 建 設 業 者 で は そ の よ う な 人 材 が 慢 性 的 に 不 足 し て お

り 、 技 術 導 入 が 進 ま な い 原 因 と な っ て い る 。 加 え て 、

行 政 や 企 業 に お け る Ｄ Ｘ 推 進 体 制 や 横 断 的 な 連 携 組 織

の 不 在 ⑤ も 課 題 で あ る 。  

 

④ 具体例を示すことは、とても大切なのですが、課題パートで解決策めいた事柄を書いてしまう

と、解決策パートで記述が重複してしまいます。課題パートは、一般化された用語にとどめた方

が良いと思います。また、表現は異なりますが、要約すると「デジタル技術を使って国土強靭化

するには、デジタル技術を持つ人材が必要だ」となっています。当たり前です。目的と手段は同

じにならないように表現しましょう。→「国土強靭化を高度化するためには、デジタル人材の確

保が必要である」 

⑤ これは、課題ではなく問題です。問題と課題の違いを正しく理解することから始めましょう。課

題とは、目標と現状とのギャップである問題を解決するための行動を含みます。 

＜参考例＞ ※【】内の表現は、構成要素を示していますので、実際の記載には不要です。 

 近年、デジタル技術の進展は目覚ましく、激甚化する災害への対応においてもその活用が徐々

に進んでいる【現況】。しかし、建設業界においては、技術者の高齢化や旧態依然の習慣が常態

化し、デジタル技術の普及促進の障害となっている【問題点】。このため、建設技術者のリスキ

リングが急務である【必要性】。よって、人材面の観点から、いかに建設技術者にデジタル技術

を習得させるかが課題である【結論】。 
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（ ３ ） 制 度 ・ 社 会 面 の 観 点 ： デ ー タ 連 携 の 不 十 分 さ と

社 会 的 受 容 の 遅 れ  

 防 災 ・ 減 災 の 効 率 化 に は 、 異 な る 組 織 間 で の デ ー タ

連 携 が 不 可 欠 で あ る が 、 現 状 で は 省 庁 間 や 自 治 体 、 民

間 事 業 者 の 間 で 共 有 基 盤 が 整 っ て お ら ず 、 災 害 時 に 必

要 な デ ー タ が 迅 速 に 活 用 で き な い ⑥ 。 ま た 、 住 民 側 で

も ⑦ 監 視 ・ 記 録 に 関 わ る プ ラ イ バ シ ー 意 識 が 高 く 、 セ

ン サ ー 設 置 や デ ー タ 活 用 に 対 す る 理 解 が 進 ん で い な い

と い う 社 会 的 課 題 ⑦ も あ る 。  

 

２ ． 最 も 重 要 な 課 題 と そ の 解 決 策  

⑥ 述べている内容は「データ共有できていない」といったものです。これだけをいうのに４行を費

やすのはさすがに冗長的です。もっと端的な表現を徹底しましょう。長い文章は、文法的な間違

いも湯初しますので、文は短くが基本です。また、防災減災の効率化とは何ですか、なぜ効率化

にデータ連携が不可欠なのですか、データ連携とは何と何を連携させるのですか、共有基盤とは

なんですか、説明不足です。これでは、何も相手に伝えることはできません。 

⑦ 「も」という助詞は、追加。並列の意味を持ちます。この場合、何に追加しているのですか。 

⑧ データ連携の話をしていたのに、急に住民のデータ活用への理解に話が飛んでいます。これらの

二つがどのように結びついて結論に持っていくのかと思いきや、社会課題の説明で終わっていま

す。これでは、好きなことを脈絡なく説明しているように見え、技術士のコンピテンシーにある

コミュニケーション能力に欠けていると言わざるを得ません。さらに、問題が聞いているのは、

社会課題ではなく、国土強靭化の高度化を実現するにあたっての課題です。 

  連携組織の不在→問題 

連携を図る組織づくり→課題 
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 情 報 基 盤 の 整 備 が 進 ん で い な い 状 況 で は 、 S o c i e t y  

5 . 0 が 前 提 と す る 高 度 な 情 報 化 に 対 応 す る の が 難 し い 。

よ っ て 、 「 イ ン フ ラ の 情 報 化 ・ デ ジ タ ル 化 の 遅 れ 」 を

最 重 要 課 題 に 選 定 し 、 以 下 に 解 決 策 を 述 べ る 。  

 

解 決 策 １ ： イ ン フ ラ 台 帳 ・ 維 持 管 理 情 報 の デ ジ タ ル ア

ー カ イ ブ 化  

① 全 て の 棟 梁 、 道 路 、 上 下 水 道 、 堤 防 な ど に つ い て 、

設 計 図 ・ 点 検 記 録 ・ 劣 化 履 歴 な ど を 電 子 デ ー タ と し て

統 合 し 、 ク ラ ウ ド 上 で 管 理 す る ⑩ 。  

② 特 に 老 朽 イ ン フ ラ に つ い て は 、 点 群 デ ー タ や ３ Ｄ ス

キ ャ ン に よ り 現 況 モ デ ル を 作 成 し 、 デ ジ タ ル ツ イ ン に

よ っ て 現 実 と 仮 想 の 状 態 比 較 を 行 う ⑪ 。  

 

解 決 策 ２ ： Ｉ ｏ Ｔ ・ セ ン サ ー に よ る モ ニ タ リ ン グ シ ス

テ ム の 導 入 ⑫  

① ダ ム ・ ト ン ネ ル ・ 棟 梁 な ど の 重 要 イ ン フ ラ に 振 動 、

⑩ 電子データで統合管理した先の話が重要なのではないですか。このような管理で、国土強靭化の

高度化にどのような効果をもたらすのかを書くべきです。 

⑪ 解決策は、アーカイブ化なんですよね。なぜ、状態比較の話をしているのですか。また、国土強

靭化の高度化の解決策であるべきなのに、維持管理の話になっています。 

⑨ 「インフラの情報化・デジタル化の遅れ」は、情報基盤の整備を進めることなのですか。課題が

よく分からないので、その理由も適切か否か判断できないですね。そもそも、①のとおり、これ

は課題ではありません。加えて、問われていることは国土強靭化の高度化であって、Society5.0

の実現ではありません。Society5.0は、国土強靭化の高度化を図る手段です。 
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傾 斜 、 水 位 な ど を 常 時 監 視 す る セ ン サ ー を 設 置 し 、 Ａ

Ｉ が 異 常 値 を 検 出 し て 自 動 通 知 す る 体 制 を 整 備 す る 。  

② 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク に は Ｌ Ｐ Ｗ Ａ Ｎ 等 を 活 用 し 、 遠 隔

地 で も 低 コ ス ト で 運 用 可 能 な イ ン フ ラ を 構 築 す る 。  

 

解 決 策 ３ ： B I M / C I M 、 ３ Ｄ 都 市 モ デ ル の 活 用  

① 工 事 段 階 か ら B I M / C I M を 導 入 し 、 維 持 管 理 段 階 で も

そ の デ ー タ を 活 用 可 能 な 構 造 に す る こ と で 、 ラ イ フ 細

工 全 体 で の 最 適 化 を 図 る 。  

② P L A T E A U 等 の ３ Ｄ 都 市 モ デ ル と 連 携 し 、 都 市 全 体 で

の 雛 経 路 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン や 被 害 想 定 を 可 視 化 す る 。  

解 決 策 ４ ： 情 報 基 盤 の 標 準 化 と 共 有 化  

① 地 方 公 共 団 体 や 民 間 事 業 者 間 で 共 通 の デ ー タ 仕 様 （  

I F C や L a n d X M L 等 ） を 導 入 し 、 連 携 し や す い 情 報 基 盤

を 構 築 す る 。  

② オ ー プ ン デ ー タ 化 に よ り 防 災 ア プ リ や 民 間 サ ー ビ ス

と の 連 携 を 図 り 、 地 域 住 民 に も 情 報 提 供 が で き る 仕 組

み と す る 。  

３ ． 新 た な リ ス ク と 対 応 策  

 上 記 の よ う な 高 度 情 報 化 に よ り 、 サ イ バ ー 攻 撃 に よ

る 機 能 停 止 や 誤 作 動 が 新 た な リ ス ク と な る 。 対 応 策 と

し て は 、 サ イ バ ー セ キ ュ リ テ ィ 専 門 人 材 の 育 成 、 重 要

シ ス テ ム の 二 重 化 、 Ａ Ｉ に よ る 異 常 検 知 シ ス テ ム の 導

⑫ これらもすべてデジタル技術を紹介しているだけで、国土強靭化の高度化にどのような効果をも

たらすのかを書くべきです。以下、すべて同じです。論点がずれています。 
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入 な ど に よ り 、 情 報 イ ン フ ラ の 冗 長 性 と 安 全 性 を 確 保

す る 必 要 が あ る ⑬ 。  

 

４ ． 必 要 な 要 件 と 留 意 点  

 S o c i e t y 5 . 0 に 向 け た 業 務 遂 行 ⑭ で は 、 技 術 の 公 平

な 提 供 と 社 会 的 受 容 を 意 識 ⑮ し つ つ 、 持 続 可 能 性 ・ 透

明 性 ・ 倫 理 性 を 確 保 す る 姿 勢 が 求 め ら れ る ⑯ 。 特 に 幸

神 情 報 ・ 地 域 特 性 へ の 配 慮 と 、 住 民 理 解 を 得 る 丁 寧 な

情 報 提 供 が 重 要 で あ る 。 ⑰  

 

⑭ この問題ですべき業務は、繰り返しになりますが国土強靭化の高度化です。 

⑮ 技術の公平な提供とはどのようなことを意識するのでしょうか。単に公平性と表現した方が分か

りやすいのではありませんか。また、同様に社会需要を意識ということも、何を意識すればいい

のか理解できません。 

⑯ 聞かれていることは要件なので、問いに対して明確に答えましょう。→「・・・が要件である」 

⑰ 要件、留意点では、技術士のコンピテンシーまたは技術士倫理綱領に記載している事項を書きま

しょう。また、最後には、「以上」を書きましょう。 

⑬ システムの二重化とは、異常とは何か、サイバー攻撃に対する冗長性とは、説明不足であり、た

だ用語を並べているだけで、内容が浅薄です。方法は１つでもいいので、しっかりと説明しまし

ょう。 


